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運用報告書（全体版） 

米国成長株オープン 

 

愛称：成長大陸 

 
 

第10期（決算日：2019年10月28日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国成長株オープン」は、去る

10月28日に第10期の決算を行いました。ここに謹ん

で運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 2024年11月22日まで（2014年11月25日設定） 

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、信託財
産の成長を目指して運用を行います。 

主要運用対象 

米 国 成 長 株 
オ ー プ ン 

ＵＳ・グロース・ストック・ファ
ンド（ＵＳＤクラス）受益証券お
よびマネー・プール マザーファ
ンド受益証券 

ＵＳ･グロース･ 
ス ト ッ ク ･ 
フ ァ ン ド 
(ＵＳＤクラス) 

米国の金融商品取引所上場（これ
に準ずるものを含みます。）株式 

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米国の金融商品取引所上場（これに準ずる
ものを含みます。）株式を実質的な主要投資
対象とします。 

・原則として為替ヘッジを行いません。 

主な組入制限 
・投資信託証券への投資割合には制限を設け
ません。 

・株式への直接投資は行いません。 

分配方針 

毎年４月26日および10月26日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額の範囲
は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。基準価額
水準、市況動向、残存信託期間等を勘案して、
分配金額を決定します。（ただし、分配対象収
益が少額の場合には分配を行わない場合もあ
ります。）原則として、決算日の基準価額水準
が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超
えている場合には、当該超えている部分につ
いて、分配対象額の範囲内で、全額分配を行
います。（資金動向や市況動向等により変更す
る場合があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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米国成長株オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

６期(2017年10月26日) 10,000 763 7.6 － － 91.3 796 

７期(2018年４月26日) 10,000 128 1.3 － － 88.5 722 

８期(2018年10月26日) 10,000 1,054 10.5 － － 87.9 645 

９期(2019年４月26日) 10,000 965 9.7 － － 91.1 649 

10期(2019年10月28日) 9,616 0 △ 3.8 － － 95.2 718 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
    

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年４月26日 10,000 － － － 91.1 

５月末 9,405 △6.0 － － 98.4 

６月末 9,597 △4.0 － － 98.3 

７月末 9,890 △1.1 － － 98.4 

８月末 9,359 △6.4 － － 98.4 

９月末 9,391 △6.1 － － 98.4 

(期  末)      

2019年10月28日 9,616 △3.8 － － 95.2 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国成長株オープン

運用経過
第10期：2019年４月27日～2019年10月28日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 10 期 首 10,000円
第 10 期 末 9,616円
既払分配金 0円
騰 落 率 －3.8％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

基準価額は期首に比べ3.8％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

コミュニケーション・サービス関連銘柄（NETFLIX INC、
TWITTER INC）や一般消費財・サービス関連銘柄（AMAZON.
COM INC）などの株価下落や米ドルが対円で下落したことが、
基準価額の下落要因となりました。

下落要因

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

第10期：2019年４月27日～2019年10月28日

投資環境について

株式市況
期を通してみると、米国株式市況は上昇
しました。
期首から2019年５月末にかけては、米中
貿易摩擦への懸念が高まったことなどか
ら下落したものの、７月下旬にかけては
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による
利下げ観測の高まりなどを背景に上昇し
ました。その後、米中貿易協議の進展に
対する期待や懸念が交錯する中で上値の
重い展開となりました。

為替市況
ＦＲＢによる利下げ観測の高まりや米中
貿易摩擦への懸念などから米ドルは対円
で下落しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移、国庫短期証券（３ヵ月物）
の利回りはマイナス0.1％を下回る水準で
推移しました。
日銀による金融緩和政策の影響を受けて、
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移し、足下ではマイナス0.02％
程度で推移しました。

日銀による短期国債の買入れなどから、
国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りはマ
イナス0.1％を下回る水準で推移しました。
期首からマイナス0.15％前後で推移して
いましたが、2019年９月末に需給の引き
締まりによりマイナス0.4％まで低下しま
した。その後上昇し、足下はマイナス
0.2％程度で推移しました。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

米国成長株オープン
期を通じて、円建の外国投資信託である
ＵＳ・グロース・ストック・ファンド
（ＵＳＤクラス）受益証券を高位に組み
入れ、マネー・プール　マザーファンド
受益証券への投資も行いました。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド
（ＵＳＤクラス）
主として米国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式への
投資を行いました。
時価総額が大きく流動性に優れた大型株
を中心に投資を行いました。
ポートフォリオの構築にあたっては、ボ
トムアップ・アプローチを活用しアナリ
ストによる徹底的な銘柄分析を行い、競

争環境や業種などを考慮した独自の成長
基準に合致し、利益成長性が高いと判断
される銘柄に投資を行いました。
クラウドコンピューティングなどの収益
成長が期待されるMICROSOFT CORPや、
検索サービスやYouTubeでの広告収入の
伸びなどが期待されるALPHABET INC-
CL C、オンライン通販やクラウドコン
ピューティングなどの収益成長が期待さ
れるAMAZON.COM INCなどを引き続
き組み入れました。

マネー・プール　マザーファンド
わが国のコール・ローンおよびＣＰ現先
取引等への投資を通じて、安定した収益
の確保および適正な流動性の保持を図り
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

米国成長株オープン

― 5 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_793377.indd   502_コメント-費用-TER_10pt_793377.indd   5 2019/12/05   10:26:202019/12/05   10:26:20



8

米国成長株オープン

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、分配金額を決
定します。原則として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を
超えている場合には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行いま
す。（資金動向や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせて
いただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、
運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第10期
2019年４月27日～2019年10月28日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 1,307

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国成長株オープン
引き続き、円建の外国投資信託であるＵ
Ｓ・グロース・ストック・ファンド（Ｕ
ＳＤクラス）受益証券を主要投資対象と
し、マネー・プール　マザーファンド受
益証券への投資も行います。

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド
（ＵＳＤクラス）
引き続き、主として米国の金融商品取引
所上場（これに準ずるものを含みま
す。）株式への投資を行います。
時価総額が大きく流動性に優れた大型株
を中心に投資を行います。
ポートフォリオの構築にあたっては、ボ
トムアップ・アプローチを活用しアナリ
ストによる徹底的な銘柄分析を行い、競
争環境や業種などを考慮した独自の成長
基準に合致し、利益成長性が高いと判断
される銘柄に投資を行います。
世界経済の成長は減速を続ける可能性が
ある一方、米国については、やや減速し
ながらも堅調なペースで成長する兆候を
示しています。なお、中国や欧州の景気
は引き続き悪化していることから、同地
域に事業を展開している企業には一層の
警戒が必要だと考えています。足下、米
中貿易摩擦や米国のトランプ大統領を巡
る弾劾の動向、香港での民主化を求める

動き、英国の欧州連合（ＥＵ）からの離
脱など、地政学的なリスクがあるものの、
各国・地域の中央銀行が追加金融緩和に
積極的な姿勢を示していることや底堅い
米国経済などから、株式市場にとって支
援材料になると考えています。
今後、米国およびグローバルな経済動向
を注視しつつ、魅力的な成長見通しを有
していると思われる企業を引き続き選好
し、規律あるリサーチを重視した投資ス
タンスを継続していく方針です。

マネー・プール　マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、わが国の国債や短期国債（国庫短期
証券）現先取引、コール・ローンおよび
ＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定
した収益の確保や常時適正な流動性の保
持をめざした運用を行う方針です。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

2019年４月27日～2019年10月28日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 56 0.589 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (18) (0.191) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (36) (0.381) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (2) (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 1 0.005 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (1) (0.005) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 57 0.594

期中の平均基準価額は、9,532円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.43％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.43

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.17

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.75

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.51

運用管理費用以外
0.51％

その他費用
0.01％ 運用管理費用（受託会社）

0.03％

運用管理費用
（投信会社）
0.38％

投資先
ファンド
1.26％

当ファンド
1.17％

運用管理費用
（販売会社）
0.75％

運用管理費用
0.75％

総経費率
2.43％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

米国成長株オープン
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米国成長株オープン

○売買及び取引の状況 (2019年４月27日～2019年10月28日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 140,065 193,611 48,543 66,000  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年４月27日～2019年10月28日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年10月28日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ＵＳ・グロース・ストック・ファンド（ＵＳＤクラス） 404,392 495,914 683,518 95.2 

合 計 404,392 495,914 683,518 95.2 
 

（注） 比率は米国成長株オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・プール マザーファンド 0.996 0.996 1 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年10月28日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 683,518 94.1 

マネー・プール マザーファンド 1 0.0 

コール・ローン等、その他 42,640 5.9 

投資信託財産総額 726,159 100.0 
   

投資信託証券 

親投資信託残高 
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米国成長株オープン

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年10月28日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 726,159,959   

 コール・ローン等 42,640,445   

 投資信託受益証券(評価額) 683,518,514   

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 1,000   

(B) 負債 7,921,009   

 未払解約金 3,650,303   

 未払信託報酬 4,231,564   

 未払利息 25   

 その他未払費用 39,117   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 718,238,950   

 元本 746,889,745   

 次期繰越損益金 △ 28,650,795   

(D) 受益権総口数 746,889,745口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,616円 
 
＜注記事項＞ 
①期首元本額 649,934,278円 
期中追加設定元本額 186,681,928円 
期中一部解約元本額 89,726,461円 
また、１口当たり純資産額は、期末0.9616円です。 

 

○損益の状況 (2019年４月27日～2019年10月28日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 12,525,047   

 受取配当金 12,531,744   

 受取利息 35   

 支払利息 △     6,732   

(B) 有価証券売買損益 △31,145,531   

 売買益 4,221,303   

 売買損 △35,366,834   

(C) 信託報酬等 △ 4,270,717   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △22,891,201   

(E) 前期繰越損益金 △ 6,248,470   

(F) 追加信託差損益金 488,876   

 (配当等相当額) (  81,670,581)  

 (売買損益相当額) (△81,181,705)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △28,650,795   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △28,650,795   

 追加信託差損益金 488,876   

 (配当等相当額) (  81,670,581)  

 (売買損益相当額) (△81,181,705)  

 分配準備積立金 15,993,641   

 繰越損益金 △45,133,312   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は28,650,795円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2019年４月27日～ 
2019年10月28日 

費用控除後の配当等収益額 8,254,330円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 81,670,581円 

分配準備積立金額 7,739,311円 

当ファンドの分配対象収益額 97,664,222円 

１万口当たり収益分配対象額 1,307円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）とともに、約款記載の整備を行うため、信用リスク集中回避のための投

資制限の追加およびこれに伴う投資制限の記載変更ならびに約款記載の整備を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2019年７月26日） 
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